
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 平成26年11月1日現在（　）は前月との増減

世　帯　5,598戸（－4）人　口　12,497人（－14）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

男　5,995人（－4）
女　6,502人（－10）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

香典返し（金一封） 片山　忠（下加茂）、高島　茂（上田東）、友定　昭則（広面）、繁田　茂（粟井谷）

大和支部
　８月２９日、大和公民館で、高齢者の健康づくりを「食」のネットワークで推進
する、「大和地区健康のつどい」が「大和をもっとよくしよう会」主催で開催され
ました。今回の“つどい”は、住民が互いに支え合い安心して暮らせるよう、地域
の高齢者のふれあいの場となることを目的に開催され、愛育委員としても一人
でも多くの方に参加してもらうため、対象者にチラシを配りながら声かけを行
いました。
　当日は、１００人を超す方が参加する中、保健師の指導による体操やゲーム
を楽しみ、昼食は愛育委員と栄養委員、ほほえみの会が作ったうどんやかき揚げなどで会食しました。久しぶりに顔
を会わせた参加者でにぎわう会場は食を囲む大家族のようで「またこういう行事をしてほしい」とうれしい声が聞か
れました。参加者全員が食で輪となり、集いが健康寿命の延伸へとつながる、愛育委員の健康づくりボランティア活
動一助となり、地域の福祉力を高めた一日となりました。

  材　料   作り方
①野沢菜の漬物はボウルに水を入れ30分塩抜きをする。

ボウルにA、Ｂの順番に全て入れヘラで混ぜる。
②生地をしっかりこね、ラップをして30分寝かせる。野沢菜

の水分をしっかりしぼり５㎜幅にざく切りにする。
③鍋に野沢菜とごま油を入れ中火で炒め、全体に油が回っ

たらＣを全て入れ水分がなくなるまで炒め冷ましておく。
④打ち粉をして生地をのばし８等分にして麺棒で１０㎝の円

形に伸ばす。中心に野沢菜あんをのせ、手を丸めつまむ
ように閉じて形を整えラップをかけておく。

⑤フライパンにごま油を入れ、くっつかないように並べ中火で両面をキツネ色になるまで焼き、水４０
ｍｌを入れ３分蒸し焼きにした後、蓋を取って水分を飛ばす。皮がパリッとしてきたら出来上がり。

野沢菜おやき（8個分）

〈生地〉
　　強力粉…………………………………… １００ｇ
　　薄力粉…………………………………… １００ｇ
　　片栗粉………………………………… 大さじ1
　　塩…………………………………………  少々
　　熱湯…………………………………… 150ｍｌ
　　ごま油………………………………… 小さじ２
打ち粉（薄力粉）………………………………  適量

〈あん〉
野沢菜の漬物………………………………… 200ｇ
ごま油……………………………………… 大さじ1
　　しょうゆ……………………………  大さじ1強
　　酒……………………………………… 大さじ１
　　みりん…………………………………  大さじ1
　　砂糖……………………………………大さじ１
　　一味唐辛子……………………………… 少々
　　ごま油（焼く時）………………………  大さじ1

料理名

エネルギー：139kcal　たんぱく質：2.9ｇ　カルシウム：39mg　食塩：0.7ｇ

豊野栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜
野沢菜

１日 350ｇ
両手１杯の緑黄色野菜
両手２杯の淡色野菜生活習慣病予防のために を摂りましょう
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 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊漬物の応用編なので、簡単です。

おかずやちょっとしたおやつになりますので、ぜひ作ってみてください。
★野沢菜の栄養
＊ビタミンＣやβカロテンが豊富に含まれています。
　βカロテンは、活性酸素を抑え動脈硬化や心筋梗塞などの生活習慣病予防や
　免疫力を高める効果があります。これからの風邪予防にも効果的です。

愛育委員会活動報告
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　式典に続き、
玉野市出身の
人気小説家高

たか
嶋
しま

哲
てつ
夫
お
先生による

“日本の中央「吉
備高原」への遷
都～首都移転構
想と吉備中央町の未来を語る～”と題し
た記念講演が行われ、自らの著書の中で
触れられている吉備中央町への首都移転
構想について講演されました。

吉
備
中
央
町

�

合
併
10
周
年
に
あ
た
っ
て

　

旧
加
茂
川
町
と
旧
賀
陽
町
の
両
町
は
、
昭

和
50
年
の
吉
備
高
原
都
市
建
設
基
本
構
想
策

定
以
来
、
吉
備
高
原
都
市
を
中
心
に
合
併
を

視
野
に
入
れ
つ
つ
大
き
く
羽
ば
た
く
こ
と
を

夢
見
な
が
ら
、
と
も
に
手
を
携
え
て
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
本
格
的
な
地
方
分
権
社

会
を
迎
え
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
発
展

を
め
ざ
し
、
平
成
16
年
10
月
１
日
に
新
た
な

町
と
し
て
、
吉
備
中
央
町
が
誕
生
い
た
し
ま

し
た
。

　

以
来
10
年
間
、
こ
こ
に
記
念
す
べ
き
10
周

年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
並
々
な
ら
ぬ
ご

支
援
、
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
る
と
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
合
併
か
ら
の
10
年
間
は
、
そ
れ
ま

で
の
二
つ
の
町
が
一
つ
に
な
る
と
い
う
、
吉

備
中
央
町
政
確
立
の
た
め
の
新
町
建
設
期
間

で
あ
り
、
そ
の
困
難
な
期
間
を
担
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
方
々
に
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝

を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
消
防
団
、

商
工
会
、
森
林
組
合
、
観
光
協
会
及
び
文
化

協
会
、社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、各
種
組
織
・

団
体
の
一
本
化
や
連
携
強
化
も
進
展
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
も
加
わ
り
、
町
民

の
一
体
感
の
醸
成
が
大
い
に
進
ん
だ
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
10
年
間
の
歩
み
は
決
し
て
速
い
も
の

と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
町
内

の
社
会
基
盤
の
整
備
や
各
種
施
策
の
進
展
な

ど
、
吉
備
中
央
町
は
着
実
に
一
歩
一
歩
進
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、今
回
の
10
年
を
一
区
切
り
と
し
て
、

今
わ
た
く
し
た
ち
の
眼
前
に
は
、「
次
な
る

挑
戦
へ
の
10
年
」
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
へ
の
対
応
、
産
業

振
興
・
雇
用
の
確
保
、
社
会
基
盤
の
整
備
、

行
財
政
改
革
の
一
層
の
推
進
な
ど
、
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
町
民

一
丸
と
な
っ
て
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
む

な
ら
ば
、
必
ず
道
は
開
け
る
も
の
と
私
は
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

　

わ
た
く
し
た
ち
が
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ

自
然
、
歴
史
、
文
化
な
ど
、
ふ
る
さ
と
の
良

さ
を
更
に
磨
い
て
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
自

然
と
夢
の
あ
る
ま
ち
「
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
タ
ウ

ン
吉
備
中
央
町
」
を
更
に
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。「
と
も
に
挑
戦
、
と
も
に
感
動
、

と
も
に
笑
顔
」
を
合
言
葉
に
、
大
い
な
る
希

望
を
も
っ
て
「
22
世
紀
の
理
想
郷
吉
備
中
央

町
」
の
実
現
に
向
け
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
後
の
持
続
的
発
展
と
成
熟
を
目
指
し
、

さ
ら
に
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
今
後
一
層
の

ご
支
援
、
ご
指
導
、
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
合
併
10
周

年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
10
月
４
日

�

吉
備
中
央
町
長　

山　

本　

雅　

則

　10月４日、吉備中央町合併10周年記念式典をロマン高原かよう総合会館で挙行しました。
　山本町長の式辞に続き、来賓の方々から祝辞をいただきました。また、名誉町民に前吉備中央町長
重
しげ
森
もり
計
かず
己
み
氏が選ばれ、贈呈式が行われました。

　その後、合併10周年を記念して制作した記念ムービーの上映や「おっ！へぇ！そぅ！」のキャッチ
フレーズロゴ、マスコットキャラクター“ブッポウソウ”の「へそっぴー」の紹介が行われ、最後に、
出席者全員で町民憲章唱和、万歳三唱を行い、合併10年の節目の年を祝いました。

右上：当日は、来賓、招待者、一般
来場者約900名が出席。上：山本町
長による式辞。右：津島教育長によ
る町民憲章唱和。右下・下：キャッ
チフレーズロゴ、マスコットキャラ
クターの発表では「かわいい」と歓
声があがり、ブッポウソウの「へそっ
ぴー」を写真に収めていました。

　前吉備中央町長
の重

しげ
森
もり
計
かず
己
み
氏に名

誉町民推載状と名
誉町民章などを贈
呈。

吉備中央町キャッチフレーズ、マスコットキャラクターを紹介します

マスコットキャラクター キャッチフレーズ

　吉備中央町は、岡山県の真ん中に位置することか
ら、地理的イメージが誰にでも伝わりやすく、親し
みやすいものとなるよう真ん中を意味する「おへそ」
をもとに、キャッチフレーズを「おっへぇそぅ！お
かやま吉備中央町」を作成しました。大きな文字の
「おへそ！」で地理的イメージを伝え、小さな文字
をその間にはさむことで元気さや親しみやすさを表
しています。
　町の「おっ」と驚くものや「へぇ」と感心するも
の「そぅ」と共感するような魅力をこのキャッチフ
レーズにのせて全国に発信します。

　キャッチフレーズをもとに町が作成したキャラク
ター候補案を町内の中学生による人気投票を実施し
た結果、この「ブッポウソウ」がマスコットキャラ
クターに選ばれました。
　色鮮やかな青い羽根で大空を舞う美しい姿から森
の宝石と呼ばれているブッポウソウ。このブッポウ
ソウのキャラクターは、おなかの大きな“おへそ”
が特徴で、親しみやすく愛くるしいデザインである
ことから「へそっぴー」と命名。今後、町主催の行
事などに出演し、元気いっぱいの吉備中央町を全国
に PRします。

ブッポウソウの「へそっぴー」

プロフィール
●�特徴　お腹の大きな
おへそと背中の巣箱。
●�恥ずかしがり屋で人
前ではほっぺが赤い。
●�特技　子育てと町の
PR。それとへそくり。

吉備中央町合併10周年記念式典開催吉備中央町合併10周年記念式典開催
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第
10
回

わ
っ
し
ょ
い
和
ん
さ
か
吉
備
高
原
フ
ェ
ス
タ

わ
っ
し
ょ
い
和
ん
さ
か
広
場

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
町
内
園
児
に
よ
る
踊
り
を
は
じ
め
、

か
よ
う
浪
漫
太
鼓
、
松
尾
神
社
伝
統
芸
能
保
存
会
に
よ
る
加
茂
大
祭

お
遊
び
行
事
、
Ｒ
Ｓ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
催
し
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
沖
縄
県
恩
納
村
の
エ
イ
サ
ー
隊
に
よ
る
踊
り
や
、
特
別
ゲ

ス
ト
の
荻お

ぎ

野の

目め

洋よ
う

子こ

さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
に
大
き
な
歓
声
や
拍

手
が
沸
き
、
会
場
は
さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

町内の幼稚園、保育園の園児による踊り

恩納村のエイサー隊の華麗な踊り

加賀中学校吹奏楽部も歌で出演 迫力のお遊び行事 荻野目洋子さんのミニライブで
会場は大盛り上がり

かよう浪漫太鼓による演奏

わ
っ
し
ょ
い
和
ん
さ
か
市
・
わ
っ
し
ょ
い
ラ
ン
ド

　

地
域
づ
く
り
団
体
、
商
工
会
会
員
な
ど
の
団
体
が
出
店
し
た
わ
っ
し
ょ
い
和
ん
さ
か
市
で
は
、
新
鮮
な
高
原
野
菜
を
は
じ
め
、
鯖
寿
司
、

松
茸
ご
は
ん
、
山
菜
お
こ
わ
な
ど
を
販
売
。
来
場
者
は
、
お
気
に
入
り
の
食
べ
物
や
特
産
品
を
買
い
求
め
、
吉
備
中
央
町
の
秋
の
味
覚
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
わ
っ
し
ょ
い
ラ
ン
ド
で
は
、
ラ
ジ
オ
の
生
放
送
や
、
Ｒ
Ｓ
Ｋ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
よ
る
サ
イ
ン
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、

岡
山
乗
馬
倶
楽
部
の
ふ
れ
あ
い
ポ
ニ
ー
広
場
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
馬
に
触
れ
あ
う
な
ど
、大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
愛
育
委
員
会
、
栄
養
改
善
協
議
会
、
消
防
団
な

ど
、
多
く
の
団
体
の
協
力
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
に
行
わ
れ
た
吉
備
中
央
町
合
併
10
周
年
記
念
式

典
に
お
い
て
発
表
さ
れ
た
吉
備
中
央
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
「
へ
そ
っ
ぴ
ー
」
も
来
場
。
子
ど
も
た

ち
は
一
緒
に
記
念
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　10月５日、吉備高原都市センター区さんさん広場周辺において、第10回「わっしょい和
んさか吉備高原フェスタ〜ＲＳＫラジオまつりだよ！全員集合！」（主催＝わっしょい和ん
さか吉備高原フェスタ実行委員会）が開催されました。この日は時折雨が降るにもかかわ
らず、多くの家族連れなど、約35,000人が会場を訪れました。
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ふ
る
さ
と
納
税
お
米
初
発
送
出
発
式

体
力
・
運
動
能
力
調
査

　

９
月
25
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
岩
手
県
盛
岡
市
で
開
催
さ

れ
た
第
55
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会
岩
手
大

会
（
主
催
＝
文
部
科
学
省
・
公
益
社
団
法
人
全
国
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
連
合
）
に
お
い
て
、
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連

合
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
佐さ

藤と
う

治は
る

美み

さ
ん
（
溝
部
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
30
年
の
長
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

と
し
て
献
身
的
に
ご
活
躍
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
な

方
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
佐
藤
さ
ん
は
、
加
茂
川
町
体
育
指
導
委
員
と

し
て
昭
和
60
年
４
月
に
委
嘱
さ
れ
、
現
在
で
は
吉
備
中
央
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡
協
議
会
副
会
長
と
し
て
町
内
で
開

催
さ
れ
る
各
種
行
事
の
運
営
や
住
民
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
活

動
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
今
後
も
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

10
月
9
日
、
賀
陽
庁
舎
で
ふ
る
さ
と
納
税
お
米
初
発
送
出

発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
が
実
施
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
賛
同
さ

れ
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
対
し
て

町
内
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
贈
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
精
米
20

㎏
が
入
っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
約
５
０
０
箱
を
出
荷
し
ま
し 

た
。

　

式
で
は
、
山
本
町
長
が
「
吉
備
中
央
町
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

全
国
に
広
め
る
こ
と
で
、農
業
振
興
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

全
国
に
吉
備
中
央
町
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
増
や
し

た
い
。
町
内
で
お
米
を
育
て
ら
れ
て
い
る
農
家
の
方
々
の
熱

い
思
い
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
山
本
町
長
が
お
米
を
箱
詰
め
し
、
発
送
委
託
業

者
へ
と
手
渡
さ
れ
、
関
係
者
が
見
守
る
中
、
お
米
を
積
ん
だ

ト
ラ
ッ
ク
が
出
発
し
ま
し
た
。

　

９
月
23
日
、
か
も
が
わ
総

合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館

で
、
体
力･

運
動
能
力
調
査

（
主
催
＝
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
連
絡
協
議
会
）
が
実
施

さ
れ
、
町
内
の
20
代
か
ら
70

代
ま
で
の
16
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
文
部
科
学

省
が
国
民
の
体
力･

運
動
能

力
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
体
育･

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
と
行
政
上
の
基
礎
資

料
を
得
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
吉
備
中
央
町
で
は

２
年
に
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
で
は
握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
反
復
横

と
び
や
障
害
物
歩
行
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
久
し
ぶ

り
の
体
力
テ
ス
ト
で
ち
ょ
っ
と
え
ら
か
っ
た
が
、
思
っ
た
よ

り
良
く
で
き
た
」
と
い
っ
た
感
想
も
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
委
嘱
式

　

10
月
1
日
、
賀
陽
庁
舎
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
委
嘱

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
総
務
省
に
よ
る
支
援
制
度
を
活
用
し
た
事
業
で

都
市
部
の
住
民
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
受
け
入

れ
、
各
種
の
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

地
域
へ
の
定
住
、
定
着
を
図
り
な
が
ら
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
た
び
２
名
を
10
月
１
日
か
ら
１
年
間
の
任

期
で
委
嘱
。
二
人
は
、
町
内
で
生
活
し
な
が
ら
地
域
を
調
査

研
究
す
る
と
と
も
に
、
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
地
域
お
こ
し
に
関
す
る
課
題
の
解
決
策
を
提
案
し
て

も
ら
う
な
ど
、
若
手
隊
員
た
ち
の
視
点
に
よ
る
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

西に
し

村む
ら　

翠
み
ど
り
隊
員
（
竹
荘
・
出
身
地
＝
東
京
都
・
写
真
上
）

　

農
山
村
地
域
の
再
生
と
ひ
と
の
関
わ
り
に
関
心
を
も
ち
、

自
分
に
何
が
で
き
る
か
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
で
す
。

井い
の

上う
え　

ゆ
き
美み

隊
員（
円
城
・
出
身
地
＝
神
奈
川
県
・
写
真
下
）

　

吉
備
中
央
町
で
、
地
域
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
た
め
に
仕

事
を
し
て
み
た
い
で
す
。

　

学
校
統
合
に
よ
り
平
成
26
年
３
月
末
を
も
っ
て
閉
校
と

な
っ
て
い
た
加
茂
川
中
学
校
跡
地
に
フ
ジ
パ
ン
グ
ル
ー
プ
㈱

の
関
連
パ
ン
工
場
誘
致
が
決
定
。
９
月
に
開
か
れ
た
平
成
26

年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
で
売
買
契
約
に
係
る
議
案
の
議
決

を
経
て
売
買
契
約
が
成
立
し
、
９
月
26
日
に
賀
陽
庁
舎
で
土

地
の
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
校
舎
の
解
体
撤
去
や
造
成
工
事
が
行
わ
れ
、
来

春
に
は
工
場
建
設
に
着
手
、
平
成
28
年
春
の
操
業
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

新
工
場
は
、投
資
額
約
70
億
円
を
か
け
建
設
す
る
計
画
で
、

操
業
開
始
時
に
は
従
業
員
数
２
０
０
名
で
1
日
約
15
万
個
の

パ
ン
の
生
産
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
地
元
の
雇
用
の
創
出

に
貢
献
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
茂
川
中
学
校
跡
地
へ

�

パ
ン
工
場
が
進
出

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

�

連
合
感
謝
状
贈
呈

　

９
月
25
日
、
役
場
賀
陽
庁
舎
で
、
夢
の
あ
る
町
定
住
奨
励

金
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
が
「
わ
た
し
は
こ
の
町
が
大
好
き
で
す
。
皆
さ

ん
に
も
こ
の
町
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
こ
の
町

を
好
き
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
い
っ
し
ょ
に
町
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
定
住
者
に
感
謝
と
期
待
を
込
め
、

奨
励
金
を
贈
り
ま
し
た
。

●
結
婚
祝
金

　

石い
し

井い　

雄ゆ
う

也や

さ
ん 

　
　
　
　

和か
ず

希き

さ
ん
（
納
地
）

●
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

木き

田だ　

尚な
お

子こ

さ
ん
（
上
野
）

　

松ま
つ

本も
と　

卓た
く

也や

さ
ん
（
黒
土
）

　

佐さ

さ々

木き

勇ゆ
う

二じ

郎ろ
う

さ
ん
（
岨
谷
）

　

宇う

都つ
の

宮み
や

裕ゆ
う

司じ

さ
ん
（
竹
荘
）

　

瀬せ

尾お　

和か
ず

弘ひ
ろ

さ
ん
（
下
加
茂
）

●
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

石い
し

井い

佐さ

弥や

香か

さ
ん
（
上
竹
）

　

花は
な

房ふ
さ　

基も
と

樹き

さ
ん
（
上
竹
）

　

能の

勢せ　

直な
お

季き

さ
ん
（
上
田
西
）

●
就
業
奨
励
金

　

中な
か

村む
ら　

竜た
つ

也や

さ
ん
（
吉
川
）

　

鄙ひ
な

山や
ま　

佳か

奈な

さ
ん
（
湯
山
）

　

小こ
ば
や
し林　
　

遥は
る
かさ
ん
（
竹
荘
）

夢
の
あ
る
町
定
住
奨
励
金
を

�

交
付
し
ま
し
た

夢のある町定住奨励金交付者数
（平成26年４月～平成26年９月末現在）
結婚祝金 　　　　６組
Ｉターン奨励金 12世帯（34人）
Ｕターン奨励金 ６世帯（13人）
就業奨励金 　　　　10人
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和
太
鼓
を
通
し
て

�

伝
統
芸
能
に
触
れ
る

　

10
月
10
日
、吉
備
高
原
小
学
校
で
和
太
鼓
の
出
前
講
座（
主

催
＝
公
益
社
団
法
人
岡
山
県
文
化
連
盟
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
日
本
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
和
太
鼓
の
演
奏
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
ふ
れ
る
と
と
も
に
、

伝
統
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
や
奥
深
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
講
師
に
岡
山
県
和
太
鼓
連
盟
会
長
の

塩し
お

尻じ
り

司つ
か
さ

さ
ん
を
お
招
き
し
、
同
校
３
、４
年
生
27
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

塩
尻
さ
ん
は
「
太
鼓
は
リ
ズ
ム
を
と
る
こ
と
も
大
切
で
す

が
、
一
生
懸
命
太
鼓
を
叩
い
て
嬉
し
か
っ
た
、
楽
し
か
っ
た

と
思
う
気
持
ち
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、和
太
鼓
の
歴
史
や
特
徴
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
、

児
童
一
人
一
人
が
太
鼓
の
叩
き
方
の
基
礎
を
学
び
な
が
ら
曲

を
演
奏
。
和
太
鼓
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高た

か

橋は
し

は
な
さ
ん
（
４
年
生
）
は
「
リ
ズ
ム
を
と

り
な
が
ら
一
生
懸
命
太
鼓
を
叩
く
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
」

と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

鳥
獣
被
害
防
止
研
修
会

皆
既
月
食
観
察
会

　

10
月
15
日
、
農
林
水
産
省
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
服は

っ

部と
り

義よ
し

和か
ず

先
生
を
講
師
に
、
鳥
獣
被
害
防
止
研
修
会

（
主
催
＝
農
林
課
）
が
開
催
さ
れ
、
約
80
名
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に

よ
る
農
作
物
の
被
害
が
年
々
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

被
害
軽
減
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

午
前
中
は
、
竹
部
上
集
落
の
ほ
場
で
「
防
護
柵
の
正
し
い

設
置
方
法
と
維
持
管
理
」
に
つ
い
て
現
地
指
導
が
行
わ
れ
、

電
気
柵
設
置
に
必
要
な
高
さ
の
重
要
性
お
よ
び
有
害
鳥
獣
か

ら
見
た
目
線
で
電
気
柵
を
設
置
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
吉
備
プ
ラ
ザ
で
「
集
落
ぐ
る
み
に
よ
る
効

果
的
な
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
会
を
開

催
。
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
の
習
性
を
学
び
、
集
落
ぐ
る
み
で
防

護
柵
を
設
置
し
た
り
、
地
域
で
連
携
し
て
追
い
払
い
を
中
心

と
し
た
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
で
よ
り
効
果
的
に
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
被
害
の
軽
減
に
繋
が
る
こ
と
を
参
加
者
は
学

ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
、
津
賀
公
民
館
前
駐
車
場
で
皆
既
月
食
観
察
会

（
主
催
＝
津
賀
公
民
館
）
が
開
催
さ
れ
、
15
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

皆
既
月
食
と
は
、
地
球
が
太
陽
と
月
の
間
に
入
り
、
地
球

の
影
が
月
に
か
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
月
が
欠
け
て
見
え
る
現

象
で
、こ
の
日
は
雲
の
な
い
絶
好
の
観
察
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
15
分
ご
ろ
、
月
が
地
球
の
影
に
入
り
は
じ
め

徐
々
に
欠
け
て
い
く
月
食
が
始
ま
る
と
、
午
後
７
時
25
分
ご

ろ
に
は
地
球
の
影
に
完
全
に
隠
れ
る
皆
既
食
と
な
り
、
月
は

赤
銅
色
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
皆
既
食
の
終
わ
り
と

と
も
に
月
が
再
び
明
る
く
輝
き
始
め
、
午
後
９
時
30
分
過
ぎ

に
は
元
の
満
月
に
戻
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
観
察
会
の
講
師
で
あ
る
前ま

え

田だ

文ふ
み

男お

さ
ん
と
早は
や

原は
ら

功こ
う

記き

さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
双
眼
鏡
や
望
遠
鏡

を
使
っ
て
観
察
し
た
り
、
写
真
撮
影
を
行
っ
た
り
し
て
、
皆

既
月
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

※�

写
真
は
左
か
ら
月
食
の
始
ま
り
、
中
央
が
皆
既
食
、
右
側

が
月
食
の
終
わ
り
を
合
成
し
た
も
の
で
す
。

岡
山
県
み
ど
り
の
大
会

地
域
安
全
運
動
推
進
大
会

岡
山
吉
備
高
原
車
い
す

�

ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　

10
月
４
日
、
美
咲
町
の
三
休
公
園
で
開
催
さ
れ
た
岡
山
県

み
ど
り
の
大
会
（
主
催
＝
岡
山
県
・
美
咲
町
・
公
益
社
団
法

人
岡
山
県
緑
化
推
進
協
会
）
に
吉
備
中
央
町
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団

連
盟
み
ど
り
の
少
年
隊
の
リ
ー
ダ
５
名
、
隊
員
９
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
少
年
隊
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
み
ど
り

に
親
し
み
、
守
り
育
て
る
活
動
を
通
し
て
、
心
豊
か
な
人
間

に
育
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
た
隊
で
、
今

年
で
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
県
下
か
ら
み
ど
り
の
少
年
隊
を
は
じ
め
と
す

る
児
童
・
生
徒
及
び
関
係
者
ら
が
一
堂
に
集
ま
る
中
、
野
鳥

等
の
自
然
観
察
、
里
山
の
遊
び
、
植
樹
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し 

た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
隊
員
は
、
森
林
を
は
じ
め
と
す
る
み
ど

り
の
大
切
さ
や
、
身
近
な
里
山
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
森
の
恵

み
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
と
と
も
に
、
参
加
者
同
士

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
、
吉
備
高
原
都

市
を
舞
台
に
、
車
い
す
ラ
ン

ナ
ー
と
一
般
ラ
ン
ナ
ー
が
同

じ
コ
ー
ス
で
走
る
「
第
27
回

岡
山
吉
備
高
原
車
い
す
ふ
れ

あ
い
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」（
主

催
＝
同
大
会
組
織
委
員
会
）

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
ラ
ン

ナ
ー
が
吉
備
高
原
都
市
を
疾

走
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
公
益
財
団
法
人

日
本
陸
上
競
技
連
盟
公
認
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
10
キ
ロ
、

３
キ
ロ
の
３
種
目
で
障
害
の
程
度
や
年
齢
ご
と
に
分
け
ら
れ

た
30
部
門
に
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
88
人
、
一
般
ラ
ン
ナ
ー
１
，

２
５
２
人
が
出
場
。
沿
道
か
ら
の
温
か
い
声
援
を
受
け
、
記

録
に
挑
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
の
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
、
地
域
の
各
種
団

体
に
よ
る
模
擬
店
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
参
加
選
手
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
、
賀
陽
庁
舎
で
岡
山
北
警
察
署
管
内
地
域
安
全

運
動
推
進
大
会
（
主
催
＝
岡
山
北
警
察
署
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
地
域
の
安
全
活
動
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ

と
で
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
。
町
内
の
地
域
安
全
推
進
員
、近
隣
の
保
育
園
児
、

住
民
な
ど
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
に
先
立
ち
、
吉
備
中
央
町
と
岡
山
北
警
察
署
と
の
間
で

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
情
報
提
供
に
関
す
る
協
定
を
締

結
。
こ
の
協
定
に
よ
り
、
町
の
公
用
車
に
搭
載
す
る
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の
早
期
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
ア
ク
ト
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
）
下
竹
（
隊
長
＝
石い

し

井い

昭あ
き

義よ
し

さ
ん
）
へ
防
犯
功
労
団
体
と
し
て
、
岡
山
県
警
本
部
長
と
岡

山
県
防
犯
協
会
長
連
名
と
な
る
表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
岡
山
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
映
画
の
名
曲
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
地
域
防
犯
意
識
の
向
上
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

し
た
。
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消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す

※
匿
名
で
の
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

12
月
の
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 平成26年12月25日（木）
午前９時～正午

会場 豊野公民館 加茂川総合福祉
センター

相談
内容

行政相談
人権相談
福祉相談

人権相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
26
年
12
月
２
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
26
年
12
月
16
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
26
年
12
月
18
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

吉
備
高
原
総
合
調
整
事
務
所

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

　
今
か
ら
準
備
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

確
定
申
告
の
時
期
が

�

近
づ
い
て
き
ま
し
た

使
用
済
み
家
庭
用
蛍
光
管
を

�

収
集
し
ま
す
！

　

農
業
・
営
業
等
の
事
業
所
得
や
、
不
動
産

所
得
・
譲
渡
所
得
等
が
あ
る
方
は
、
毎
年
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
所
得
金
額
を

計
算
し
、
所
得
税
ま
た
は
町
県
民
税
の
申
告

書
を
翌
年
の
３
月
15
日
ま
で
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
申

告
期
限
直
前
に
な
っ
て
あ
わ
て
な
い
た
め
に

も
、
今
か
ら
準
備
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存

制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す

○
対
象
と
な
る
方

　

事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
）、
不
動
産
所

得
ま
た
は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行

う
す
べ
て
の
方
。

※
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
方
も
記
帳
・

　

帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

家
庭
で
使
用
し
た
蛍
光
管
を
、
リ
サ
イ
ク

ル
資
源
と
し
て
収
集
し
ま
す
。

　

収
集
コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
使

用
済
み
家
庭
用
蛍
光
管
の
収
集
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
収
集
期
間
】

　

平
成
26
年
12
月
１
日
㈪
～
12
月
31
日
㈬

【
収
集
場
所
】

　

�

加
茂
川
庁
舎
、
加
茂
川
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
長
田
地
区
農
村
公
園
、
豊
岡
い
き

い
き
プ
ラ
ザ
、
旧
農
協
新
山
支
所
、
上
竹

荘
公
民
館
、納
地
公
民
館
、豊
野
公
民
館
、

下
竹
荘
公
民
館
、
吉
川
公
民
館
、
大
和
公

民
館

【
対
象
蛍
光
管
】

　

�

家
庭
で
使
用
し
た
直
管
形
・
丸
形
・
電
球

形
の
蛍
光
管

※�

外
箱
か
ら
出
し
て
割
れ
な
い
よ
う
に
、
収

集
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

※�

ひ
び
が
入
っ
て
い
た
り
、
割
れ
た
蛍
光
管

や
白
熱
電
球
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
管
は
「
燃
や

せ
な
い
ご
み
」
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
事
業
所
の
も
の
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

※�

次
回
の
収
集
は
平
成
27
年
４
月
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

生
活
環
境
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

消
費
生
活
相
談
会

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
税
務
課　

課
税
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
５

帳簿・書類の保存期間

保存が必要なもの 保存
期間

帳簿 収入金額や必要経費を記
載した帳簿（法定帳簿）

７年

業務に関して作成した上
記以外の帳簿（任意帳簿）

５年

書類 決算に関して作成した棚
卸表その他の書類

５年

業務に関して作成し、又
は受領した請求書、納品
書、送り状、領収書など
の書類

　
お
知
ら
せ
し
ま
す

教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

津
賀
・
円
城
・
新
山
財
産
区
議
会

議
員
一
般
選
挙
結
果
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
１
名
の
任
命

が
、
平
成
26
年
第
４
回
吉
備
中
央
町
議
会
定

例
会
に
お
い
て
同
意
さ
れ
、
10
月
30
日
山
本

町
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

任
期　
平
成
26
年
10
月
30
日
～
平
成
30
年
10
月
29
日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

教
育
委
員
会　

教
育
総
務
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

９
１
９
１

　

平
成
26
年
９
月
28
日
執
行
の
津
賀
・
円
城
・

新
山
財
産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
い
ず

れ
の
財
産
区
も
立
候
補
者
が
議
員
定
数
を
超

え
な
か
っ
た
た
め
、無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
選
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
届
出
順
・
敬
称
略
）

○
津
賀
財
産
区
議
会
議
員

　

和わ

田だ　

髙た
か

志し　
　

石い
し

居い　

壽す

美み

雄お

　

大お
お

月つ
き　

幸こ
う

志し　
　

川か
わ

上か
み　
　

務つ
と
む

　

日ひ

名な　

孝た
か

男お　
　

友と
も

定さ
だ　

昭あ
き

則の
り

　

遠お
ん

部べ　

孟た
け

位の
り　
　

津つ

島し
ま　

常つ
ね

夫お
菱
ひし

川
かわ

　　徹
とおる

（加茂市場）
教育委員３期目

○
円
城
財
産
区
議
会
議
員

　

赤あ
か

木ぎ　

邦く
に

彦ひ
こ　

　

松ま
つ

田だ　

政ま
さ

則の
り

　

岩い
わ

木き　
　

章あ
き
ら　

　

大お
お

月つ
き　

元も
と

雄お

　

見み

口ぐ
ち　

成し
げ

年と
し　

　

伊い

賀が　

克か
つ

芳よ
し

　

霍つ
る

沢さ
わ　

正ま
さ

幸ゆ
き　

　

小こ
ば
や
し林　
　

進す
す
む

○
新
山
財
産
区
議
会
議
員

　

渡わ
た

邉な
べ　

弘ひ
ろ

法の
り　

　

藤ふ
じ

原わ
ら　

太た

郎ろ
う

　

松ま
つ

岡お
か　

行ゆ
き

雄お　
　

石い
し

居い　
　

誠ま
こ
と

　

菱ひ
し

川か
わ　

虎と
ら

男お　
　

成な
り

本も
と　

　

勇い
さ
む

　

植う
え

木き　

末す
え

正ま
さ　

　

大お
お

樫が
し　

満み
つ

志し

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

吉
備
中
央
町
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

�

☎
０
８
６
６

－
５
４

－

１
３
１
３

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る

出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
な
訪
問
販
売
や
マ

ル
チ
商
法
な
ど
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
若
年

層
で
は
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
消
費
者
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
と
早

期
解
決
を
図
る
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
・
サ
ロ

ン
・
地
域
団
体
な
ど
へ
出
向
き
、
消
費
生
活

相
談
員
が
お
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

小
グ
ル
ー
プ
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

第５回 吉備中央町早春マラソン大会
■主　催：吉備中央町体育協会

■日　時：平成27年２月８日（日）
　　　　　※午前９時20分までに受付を済ませてください。

■場　所：びほく農協　営農センター前選果場（上竹2645－1）

■参加費：300円（当日集金）

■種　目：①２km コース（小学生以下・中学生以上　各男女別表彰）
　　　　　②３km コース（小学生以下・中学生以上　各男女別表彰）
　　　　　③10km コース（中学生以上　男女別表彰）

■参加者：誓約書・承諾書を添えて申込みをした方
　　　　　※町内在住の有無は問いません。

■開催要項及び参加申込書（誓約書・承諾書）設置場所
　　　　教育委員会事務局、賀陽庁舎、加茂川庁舎
　　　　各支所・出張所、かもがわ総合スポーツ公園、各公民館
　　　　※�本大会専用の申込用紙となっていますので、他の大会とお間違えのないようにお願いいたし

ます。
　　　　※20歳未満の方は承諾書も必要となります。

■参加申込書提出先及びお問い合わせ先
　　　　〒716－1241
　　　　吉備中央町吉川4860－６　吉備中央町体育協会事務局（吉備中央町教育委員会事務局内）
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■役場からのお知らせ ■役場からのお知らせ

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
小
学
生
》�

黒
瀬
　
嘉
子
選
（
投
句
者
59
名
）

「
三
光
」

　
人
　
朝
ご
は
ん
元
気
と
笑
顔
の
み
な
も
と
だ�

野
瀬
　
羽
未

　
地
　
花
育
つ
朝
の
光
を
あ
び
な
が
ら�

海
士
部
あ
き
こ

　
天
　
朝
食
は
お
ふ
く
ろ
の
味
お
い
し
い
な�

上
山
　
真
生

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
中
学
生
》�

黒
瀬
　
嘉
子
選
（
投
句
者
86
名
）

「
三
光
」

　
人
　
キ
ー
ン
と
し
て
つ
め
た
い
朝
日
だ
冬
が
き
た�

小
室
　
明
華

　
地
　
朝
食
は
大
事
な
今
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー�

髙
瀬
渉
太
郎

　
天
　
朝
が
来
た
心
の
カ
ー
テ
ン
開
く
と
き�

山
本
　
朱
音

《
一
般
の
部
》�

平
山
　
三
鶴
選
（
投
句
者
27
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　
葱
刻
む
リ
ズ
ム
で
平
和
な
朝
が
来
る�

宮
脇
　
和
恵

　
　
　
朝
も
や
を
切
り
裂
く
よ
う
に
百
舌
の
声�

小
林
　
幸
子

　
　
　
老
い
の
身
に
重
ね
着
を
さ
す
今
朝
の
冷
え�

浅
田
　
君
子

　
　
　
無
事
つ
ど
い
出
か
け
る
皆
の
朝
の
膳�

海
士
部
節
子

　
　
　
朝
一
の
メ
ー
ル
で
娘
が
元
気
く
れ�

中
川
　
貞
子

「
三
光
」

　
人
　
美
し
い
朝
日
を
な
が
め
苦
は
ど
こ
へ�

小
林
千
恵
子

　
地
　
コ
ー
ヒ
ー
が
朝
一
番
の
起
爆
剤�

黒
瀬
　
嘉
子

　
天
　
朝
日
浴
び
今
日
も
や
る
ぞ
と
背
を
伸
ば
す�

片
山
　
紀
彦

＊12月の課題は「走る」、１月の課題は「電話」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。
　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

な
つ
か
し
い
一
別
以
来
幾
と
せ
か
吾
が
名
呼
ば
れ
て
遠
き
日
還か

え

る�

土
居
　
於
栄

晩
秋
の
す
す
き
の
山
路
分
け
行
け
ば
姿
遥
か
に
本
宮
の
山�

土
居
　
照
代

山
中
を
染
め
る
紅も

み
じ葉
も
愛
お
し
い
無
垢
な
乙
女
の
心
を
想
わ
む�

小
谷
　
仁
美

白
さ
ぎ
の
白
を
清
し
と
見
た
れ
ど
も
夜
鳴
く
声
の
怪
し
く
濁
る�

難
波
　
良
子

味
噌
汁
の
こ
の
味
こ
そ
が
我
が
家
だ
と
一
人
頷
き
旅
の
荷
を
解
く�

河
内
　
晶
子

乙
女
ら
が
着
飾
り
笑
み
て
迎
え
た
る
様さ

ま

に
も
見
え
し
村
の
コ
ス
モ
ス�

山
本
　
豊
子

す
す
き
野
と
化
し
た
る
里
に
創
生
の
声
も
と
ど
か
ず
老
い
は
深
ま
る�

国
只
由
紀
子

紅
き
血
汐
塗
り
込
め
た
る
や
ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ
空
の
青
さ
を
ぬ
け
て
咲
き
お
り�

中
山
　
文
恵

放
送
川
柳
　
平
成
26
年
10
月
秀
句
　
題
「
朝
」（
津
賀
公
民
館
）

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）　

津
賀
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

下
竹
荘
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
９
７
０

◎�

さ
わ
や
か
ク
ッ
キ
ン
グ

　
～
お
家
で
簡
単
！
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ
ー
～

　

■
日
時
／
12
月
11
日
㈭

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

　

■
材
料
代
／
５
０
０
円

　

■
持
参
品
／
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、て
ふ
き

　

■
申
込
締
切
／
12
月
３
日
㈬

◎
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

～
華
や
か
に
！
お
か
ざ
り
作
り
～

　

■
日
時
／
12
月
20
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　

■
材
料
代
／
１
，０
０
０
円

　

■
持
参
品
／
は
さ
み

　

■
申
込
締
切
／
12
月
８
日
㈪

◎
御
北
こ
ど
も
大
学

　

冬
休
み
の
書
初
め
の
課
題
を
み
ん
な
で
一

緒
に
練
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

■
日
時
／
12
月
24
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分

　

■
場
所
／
御
北
公
民
館

　

■
対
象
者
／
小
学
生

　

■
受
講
料
／
無
料

◎
ク
リ
ー
ン
作
戦（
少
雨
決
行
）

　

■
日
時
／
11
月
30
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
10
時
ご
ろ
ま
で

　

■
清
掃
場
所
／
下
竹
地
区
内

　

■
内
容
／
道
路
・
河
川
沿
い
の
ゴ
ミ
拾
い

◎
寄
せ
植
え
教
室（
お
正
月
用
）

　

■
日
時
／
12
月
12
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　

■
場
所
／
下
竹
荘
公
民
館

　

■
参
加
費
／
１
，０
０
０
円

　

■
持
参
品
／
ミ
ニ
ス
コ
ッ
プ
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋

　

■
そ
の
他　

　
　

�

汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
　

準
備
の
都
合
上
、
お
早
め
に
お
申
し
込

　
　

み
く
だ
さ
い
。

御
北
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
５

－
０
５
５
０

　

■
持
参
品
／
書
道
セ
ッ
ト
・
手
本
・
練
習

　
　
　
　
　
　

用
紙
・
清
書
用
紙

　

■
申
込
締
切
／
12
月
17
日
㈬

公
民
館

　

コ
ー
ナ
ー

豊
野
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
１
９
４

◎
い
き
い
き
体
操
教
室

　

■
日
時
／
12
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

　

■
場
所
／
豊
野
公
民
館

　

■
参
加
費
／
３
０
０
円

　

■
そ
の
他

　
　

�

体
操
の
で
き
る
服
装
と
水
分
補
給
が
で

き
る
飲
み
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
広
島
県
大
雨
災
害

�

義
援
金
の
お
礼

　

平
成
26
年
広
島
県
大
雨
災
害
義
援
金
に
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
町
で
の
義
援
金
受
付
け
は
終
了
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金

は
、
３
１
９
，８
９
３
円
で
す
。

　

多
く
の
方
々
に
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部

を
通
じ
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
届
け
ら
れ

ま
す
。

　

な
お
、日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部
で
は
、

平
成
26
年
12
月
26
日
㈮
ま
で
義
援
金
を
受
付

け
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
７

【
義
援
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部
組
織
振
興
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
１

－

９
５
９
５

　平成26年12月１日から
「児童扶養手当法」の一部が改正されます

　 児童扶養手当は、父母の離婚などで、父又は母と生計を同じくしていない児童が育成される家庭の生
活の安定と自立の促進に寄与し、児童の福祉の増進を図ることを目的として、支給される手当です。
　これまで、公的年金※を受給する方は児童扶養手当を受給できませんでしたが、平成26年12月以降は、
年金額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の児童扶養手当を受給できるようになります。
　児童扶養手当を受給するためには、申請が必要です。詳しくはお問い合わせください。
　※遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など

　・お子さんを養育している祖父母等が、低額の老齢年金を受給している場合
　・父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合
　・母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合など
　　　＜参考：児童扶養手当の月額＞（平成26年４月～）
　　　　・子ども１人の場合
　　　　　　全部支給：41,020円　
　　　　　　一部支給：41,010円～9,680円（所得に応じて決定されます）
　　　　・子ども２人以上の加算額
　　　　　　２人目：5,000円、３人目以降１人につき：3,000円

　◆�手当は申請の翌月分から支給開始となります。ただし、これまで公的年金を受給していたことによ
り児童扶養手当を受給できなかった方のうち、平成26年12月１日に支給要件を満たしている方が、
平成27年３月までに申請した場合は、平成26年12月分の手当から受給できます。

　◆平成26年12月～平成27年３月分の手当は、平成27年４月に支払われます。

【お問い合わせ先】　保健課　子育て支援班　☎０８６６－５４－１３２６

今回の改正により新たに手当を受け取れる場合

支給開始日
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お
知
ら
せ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
町以外からのお知らせ

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
を

ご
存
じ
で
す
か

中
山
間
地
域
等“
農
力
”活
性
化

事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

薄
暮
時
間
に
高
齢
者
の
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す

　

生
産
か
ら
販
売
・
提
供
ま
で
の
各
段
階
で
、

米
、
米
加
工
品
の
取
引
等
の
記
録
を
作
成
・

保
存
す
る
こ
と
で
、
問
題
が
発
生
し
た
場
合

に
流
通
ル
ー
ト
を
速
や
か
に
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

お
米
や
米
加
工
品
を
取
り
扱
う
事
業
者

（
生
産
者
か
ら
外
食
事
業
者
ま
で
）の
皆
さ
ま

に
は
以
下
の
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

○�

事
業
者
間
の
取
引
等
に
お
け
る
記
録
の
作

成
・
保
存

　

お
米
や
米
加
工
品
の
取
引
に
際
し
、品
名
、

産
地
、
数
量
、
年
月
日
、
取
引
先
名
、
搬
出

入
の
場
所
を
記
載
し
た「
納
品
書
」「
領
収
書
」

な
ど
を
取
り
交
わ
し
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

○
一
般
消
費
者
ま
で
産
地
情
報
を
伝
達

　

外
食
産
業
で
の
記
載
例

「
当
店
は
岡
山
県
産
の
お
米
で
す
。」
等

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
中
国
四
国
農
政
局

�

☎
０
８
６

－

２
２
３

－

３
１
９
３

　

県
で
は
、
今
年
度
か
ら
「
中
山
間
地
域
等

“
農
力
”活
性
化
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
直
売
所
な
ど
に
お
い
て
、

農
林
水
産
物
販
売
に
加
え
、
農
業
体
験
や
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
新
た
な
機
能
や
利
便

性
を
高
め
る
展
開
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
直

売
所
の
販
売
額
を
伸
ば
し
、
地
域
農
業
の
振

興
お
よ
び
中
山
間
地
域
な
ど
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

岡
山
県
最
低
賃
金
が
平
成
26
年
10
月
５
日

か
ら
時
間
額
７
１
９
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金
法
に
基

づ
い
て
国
が
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め
、
使

用
者
は
、
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を

労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

る
制
度
で
す
。

　

最
低
賃
金
に
は
、
岡
山
県
内
の
す
べ
て
の

労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
「
岡

山
県
最
低
賃
金
」
の
ほ
か
に
、
特
定
の
産
業

の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る

「
特
定
最
低
賃
金
」
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
労
働
局　

賃
金
室

�

☎
０
８
６

－

２
２
５

－

２
０
１
４

　

11
月
21
日
㈮
か
ら
発
売
さ
れ
る
「
年
末

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
は
、
１
等
・
前
後
賞
を

合
わ
せ
て
７
億
円
と
昨
年
に
引
き
続
き
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
史
上
最
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
発
売
し
て
い
る
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
学
校
、

公
園
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
充
実
や
幻
想
庭
園

と
い
っ
た
文
化
振
興
事
業
な
ど
、
県
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
幅

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宝
く
じ
の
売
り
上
げ
向
上
が
、
身
近
な

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
な
が
り
ま
す
。
宝
く

じ
は
、ぜ
ひ
「
県
内
」
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０ 

万
」
も
同
時
発
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

財
政
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
２
３
１

　

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
「
犬
の

し
つ
け
方
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
犬
の
し
つ
け
方
に
つ
い
て

学
び
、
実
践
す
る
こ
と
で
、
飼
い
犬
が
家
庭

だ
け
で
な
く
地
域
社
会
で
も
愛
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
に
加
え
、
よ
り
良
い
飼
い
主
に

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
毎
月
開
催

し
て
い
ま
す
。

【
開
催
場
所
】

　

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
愛
護
館

　
（
岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
２
７
５
０
）

【
し
つ
け
方
講
習
会
】

　

毎
月
第
１
日
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午（
受
付
午
前
９
時
30
分
～
）

　

※
飼
い
主
の
方
が
参
加

【
し
つ
け
方
実
技
】

　

毎
月
第
３
日
曜
日　

　

午
前
10
時
～
正
午（
受
付
午
前
９
時
30
分
～
）

　

※
飼
い
犬
と
一
緒
に
参
加

　

※�

し
つ
け
方
講
習
会
を
受
講
し
た
方
が
参

加
で
き
ま
す
。

【
参
加
費
】
無
料

　

※�

た
だ
し
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

実
技
に
参
加
で
き
る
犬
は
、
登
録
、
狂
犬

病
予
防
注
射
・
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
の

４
ヵ
月
か
ら
３
才
未
満
の
健
康
な
犬
と
な
り

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先
】

（
公
財
）岡
山
県
動
物
愛
護
財
団（
火
曜
休
み
）

�

☎
０
８
６

－

７
２
４

－

３
２
８
８

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
統

計
調
査
で
、
従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製

造
事
業
所
を
対
象
に
、
平
成
26
年
12
月
31
日

時
点
で
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振

興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま

す
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
御
理
解
い
た
だ

き
、
調
査
票
へ
の
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

�

経
済
産
業
省
・
岡
山
県
・
吉
備
中
央
町

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
の
う
ち
、
半
数

以
上
は
高
齢
者
と
な
っ
て
お
り
、
吉
備
中
央

町
も
例
外
で
は
な
く
、
高
齢
者
の
方
が
多
く

被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　

車
に
乗
る
際
に
は
、
し
っ
か
り
と
前
を
見

て
、
運
転
に
集
中
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
日
の
出
・
日
の
入
り
の
薄
暮
の
時

間
帯
の
交
通
事
故
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

用
事
は
な
る
べ
く
明
る
い
う
ち
に
済
ま

せ
、
薄
暮
・
夜
間
は

外
出
を
控
え
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
外
出
す

る
場
合
、
歩
行
者
は

必
ず
夜
光
反
射
材
を

着
用
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
点
】

○�

用
事
は
明
る
い
う
ち
に
済
ま
せ
、
薄
暮
・

夜
間
は
な
る
べ
く
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

○�

ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
ら
、運
転
だ
け
に
集
中

し
、安
全
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○�
自
分
に
ラ
イ
ト
が
照
ら
さ
れ
て
い
て
も
、

夕
方
は
運
転
手
か
ら
見
え
て
い
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
無
理
な
横
断
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
北
警
察
署　

交
通
課

�

☎
０
８
６

－

７
２
４

－

０
１
１
０

お
知
ら
せ

平成26年１月から
記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されました

対象となる方
　個人で事業（農業を含む）や不動産貸付等を行
う全ての方です。

※�所得税の申告の必要がない方も、記帳・帳簿等の
保存制度の対象です。

詳しくは　　　　　で
＊�「個人で事業を行っている方の記帳・帳簿等の保存につい
て」をご覧ください。

国 税 庁 検索

　

直
売
所
に
体
験
農
園
を
併
設
す
る
な
ど
の

農
業
体
験
の
提
供
、
地
元
産
品
を
使
っ
た
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
工
房
の
開
設

や
新
商
品
の
開
発
な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み

を
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
支
援
し
ま
す

の
で
、
事
業
実
施
の
希
望
が
あ
る
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
県
の
中
山
間
地
域
対
策
事
業
で
あ

る
た
め
対
象
地
域
は
、
中
山
間
地
域
な
ど
に

限
定
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

農
村
振
興
課

�

☎
０
８
６

－
２
２
６

－

７
４
３
９

ネクスコ西日本からのお知らせ
　岡山自動車道　賀陽インターチェンジでは、利便性向上のため、ＥＴＣレーン
の増設工事を行います。工事期間中は、出口ＥＴＣが利用できない場合がありま
すので、ご注意ください。

工事期間：平成27年２月中旬　から　平成27年６月上旬まで

➡

　出口ＥＴＣ閉鎖の際は、お手数ですが、ＥＴＣカードをお手元に用意の上、一
般レーンにて係員にお渡しくださるようお願いいたします。
　ご迷惑おかけいたしますが、ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

【お問い合わせ先】　西日本高速道路㈱　岡山高速道路事務所　☎086－256－2738

岡山ＩＣレーン増設前 岡山ＩＣレーン増設後
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

12月号

出会いの
月号

扉
2014年 12月の休館日

１日 ８日 15日
21日 22日 23日
28日～H27.1/5日

＜一般書＞　�
　著者は「男性更年期障害」
の治療に、料理が効果的だ
として料理教室まで開催し
ている医師。①味つけ調味
料は１種だけ、②調理と食
器を兼ねた土鍋を使う、③
使う道具は最小限、がこの
本で紹介されているレシピ
の鉄則。料理を楽しむこと
で人生をもっと楽しく！
� （かもがわ図書館）

＜児童書＞　�
　だるまちゃんが新しいお
ともだちのやまんめちゃん
のおうちに遊びに行くと、
そこから出てきたのはな
んとやまんばのやまんばあ
ちゃん。だるまちゃんが
ピンチのとき、やまんばあ
ちゃんは、山のいきものた
ちをよびあつめて助けてく
れます。
�（ロマン高原かよう図書館）

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

おばけのたんけん 西平あかね／福音館書店 か

はだしになっちゃえ 小長谷清実／福音館書店 か

はーいミミせんせいですよ！ やなせたかし／フレーベル館 ロ

ないしょのおともだち ビバリー ･ ドノフリオ／ほるぷ出版 ロ

児　

童　

書

ジャカスカ号で大西洋へ 山下明生／理論社 か

新訳　雪の女王 アンデルセン／ KADOKAWA か

食べて始まる食卓のホネ探検 盛口満／少年写真新聞社 ロ

星の声に、耳をすませて 林完次／講談社 ロ

一
般
実
用
書

なぜか頭からはなれない奇妙な絶景50 渋川育由／河出書房新社 か

肌断食 平野卿子／河出書房新社 か

身近な動物の似顔絵レッスン 長友心平／誠文堂新光社 ロ

重森三玲の庭案内 平凡社 ロ

一
般
読
み
物

戌亥の追風 山本一力／集英社 か

人間、最後はひとり。 吉沢久子／さくら舎 か

居酒屋ぼったくり　１・２ 秋川滝美／アルファポリス ロ

グリーン・グリーン あさのあつこ／徳間書店 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
12月

司書が選ぶ

この一冊
★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～10時50分
　　　11日（木）かもがわ図書館
　　　25日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　午後２時～午後３時
　　　20日（土）ロマン高原かよう図書館

出 演 レインボーさん
『男のええ加減料理
� 60歳からの超入門書』
石蔵文信／著　講談社

『だるまちゃんと
� やまんめちゃん』

加古里子／作・絵
福音館書店

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
25
年
度
）

今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
三み
や
け宅

　
千ち

尋ひ
ろ

さ
ん
の
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
優
し
さ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「おじいちゃんの優しさ」
加賀中学校　２年

三
みやけ

宅　千
ち

尋
ひろ
さん

「
帰
り
ま
し
た
。」

　

そ
う
い
う
私
の
声
は
、
少
し
い
つ
も
よ
り
暗
か
っ
た
。
今
日
は

学
校
で
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
。
う
ま
く
心
の
切
り
替
え
が
で

き
な
い
。
も
や
も
や
し
な
が
ら
靴
を
脱
い
で
い
た
。

「
あ
れ
、
な
ん
だ
か
い
つ
も
と
違
う
。」            

　

そ
の
原
因
は
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。
そ
れ
は
私
の
、「
帰
り
ま
し

た
。」
へ
の
家
族
か
ら
の
返
事
だ
。
で
も
、
今
日
は
返
っ
て
こ
な

く
て
当
然
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
送
っ
て
も
ら
っ

て
病
院
に
行
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
、
返
事
は
返
っ
て
こ
な

い
の
だ
。

「
あ
ー
あ
…
。」

思
わ
ず
、
た
め
息
が
出
る
。
体
の
力
が
抜
け
た
か
の
よ
う
に
だ
る

く
な
る
。
自
分
の
部
屋
と
お
母
さ
ん
達
の
部
屋
を
行
き
来
し
て
、

時
間
が
過
ぎ
る
の
を
ひ
た
す
ら
待
っ
た
。

　

そ
の
日
の
夕
食
。
少
し
何
か
が
違
う
。
疲
れ
た
父
が
作
っ
て
く

れ
た
夕
食
が
食
卓
に
並
ぶ
。
私
の
並
べ
た
お
皿
と
箸
も
定
位
置
に

置
い
て
あ
る
。私
は
し
ば
ら
く
ぼ
ー
っ
と
そ
れ
を
見
つ
め
て
い
た
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
呼
ん
で
来
て
。」

母
に
そ
う
言
わ
れ
、
じ
い
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
へ
向
か
う
。
そ
の
途

中
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
部
屋
を
思
わ
ず
見
た
。
明
か
り
は
つ
い
て

い
な
い
。

「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ご
は
ん
だ
っ
て
。」

「
ほ
い
ほ
い
、
あ
り
が
と
な
あ
。」

い
つ
も
の
返
事
だ
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
？
」

じ
い
ち
ゃ
ん
の
顔
が
少
し
暗
く
な
る
。

「
病
院
じ
ゃ
。」

そ
う
か
、
今
日
は
泊
ま
り
か
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
私
の
生
ま
れ
た
少
し
あ
と
に
重
い
病
気
に

か
か
っ
た
。そ
の
せ
い
で
入
院
や
手
術
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
だ
っ
た
。

だ
か
ら
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
な
い
の
も
よ
く
あ
る
こ
と
な
の
だ
。

　

今
回
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
な
い
日
が
十
数
日
も
続
い
た
。

私
の
心
の
中
に
す
っ
ぽ
り
穴
が
あ
い
た
。　

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
笑
い
声
が
し
た
。
急
い
で
声
の
す
る
方
へ
行
っ
て
み
る
と
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
お
ば
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
た
。

「
お
帰
り
。」

久
し
ぶ
り
に
聞
い
た
言
葉
だ
っ
た
。
嬉
し
か
っ
た
。
で
も
、
そ
の

部
屋
に
は
車
い
す
と
か
が
あ
っ
た
。
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
っ

た
の
に
車
い
す
が
置
い
て
あ
る
。
悲
し
か
っ
た
。

　

夕
食
の
時
、
私
が
い
つ
も
の
よ
う
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
呼
び
に

行
く
と
、
そ
こ
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い
た
。

「
ご
は
ん
だ
よ
。」

「
ほ
い
ほ
い
、
あ
り
が
と
な
あ
。」

そ
う
言
い
終
え
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
何
も
言
わ
ず
に
す
ぐ
に

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
、
車
い
す
に
乗
せ
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
買
い

物
に
行
っ
た
り
、
畑
に
行
っ
た
り
、
食
事
を
一
緒
に
作
れ
る
時
が

ま
た
く
れ
ば
い
い
な
ぁ
。
私
は
そ
う
思
っ
て
い
た
。

　

夕
食
は
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。
お
し
ゃ
べ
り
大
好
き
な
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
帰
っ
て
く
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
で
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
外
泊
も
そ
う
長
く
は
な
か
っ
た
。三
、四
日
で
ま
た
病
院
に
帰
っ

て
い
っ
た
。
少
し
小
さ
く
な
っ
て
い
た
心
の
穴
も
ま
た
大
き
く
な

ろ
う
と
し
て
い
た
。

　

そ
ん
な
中
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
つ
い
に
手
術
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
病
院
に
泊
ま
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
多

く
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
期
間
も
長
い
。
手
術
を
無
事
に
終
え
て

も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
楽
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

点
滴
ば
か
り
で
、
話
す
こ
と
も
変
な
こ
と
を
言
い
出
し
た
。
手
術

は
成
功
し
た
は
ず
な
の
に
…
。
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
な
っ

て
い
な
か
っ
た
。わ
た
し
は
、不
安
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ

て
い
た
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
病
室
に
は
一
日
も
欠
か
さ
ず
、
人
が
い
る
状

態
に
な
っ
て
い
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
顔
も
、
が
ん
ば
り
尽
き
た

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
家
族
の
間
で
も
、

「
そ
ん
な
に
毎
日
行
か
ん
で
も
え
え
が
。」

「
そ
ん
な
重
体
な
ん
？
」                 

だ
ん
だ
ん
愚
痴
も
出
だ
し
、
誰
も
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
。
い
つ

の
ま
に
か
、
自
分
の
悩
み
な
ん
て
言
い
出
せ
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
中
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
何
を
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
？
ど
ん
な
気
持
ち
で
い
た
の
か
、
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
け

ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
一
生
懸
命
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
支
え
て
、

自
分
の
悲
し
み
も
押
し
殺
し
て
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
ん
だ
と
思

う
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
一
番
泣
き
た
か
っ
た
は
ず
な
の
に
。
そ
ん

な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
見
て
い
る
と
私
は
私
が
で
き
る
こ
と
を
、
精

一
杯
し
た
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
将
来
、
私
も
お
じ

い
ち
ゃ
ん
み
た
い
な
こ
と
が
で
き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

　

誰
か
一
人
の
た
め
に
い
つ
で
も
全
力
を
尽
く
せ
る
、
そ
れ
が
家

族
の
す
ご
さ
だ
と
思
う
。
私
も
そ
の
一
員
と
し
て
、
つ
ぎ
の
ピ
ン

チ
の
時
に
は
家
族
を
支
え
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
と
思
う
。
小
さ

な
こ
と
で
も
、
実
は
家
族
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
っ
て
あ

る
と
思
う
。

「
帰
り
ま
し
た
。」

だ
か
ら
私
は
、
あ
い
さ
つ
と
い
う
小
さ
な
こ
と
か
ら
今
日
も
が
ん

ば
り
た
い
。

　新春初語り

～福
ふく

福
ふく

来
こい

来
こい

～
H27.1.25㈰

ロマン高原かよう図書館

夢二の朗読会
～竹久夢二の世界～

H27.2.22㈰
ロマン高原かよう図書館

H27 冬のお楽しみ

＊�広報1月号と併せてチラシを配
布する予定です。“発見！”された時には、返却ボックスやカウンターへ。ご確認をお願いします。

行方不明で困ってます・・
『ご飯もの×100』（NHK出版）
『すし  The  SUSHI  レシピブック』（谷　あつこ）
『殺しのバンカーショット』（西村京太郎）

『かんたん！めちゃウケマジック』（土門トキオ）
『ハンバーグ　ハンバーグ』（武田美穂）
『Say“No!”“やめて！”といおう』（岩崎書店）

『焼きたて！！
ジャパン�～�』
（橋口たかし）

 

一般書

児童書・絵本 マンガ

図書館整理 (9/�
30 ～ 10/8) の
点検により、1
年間の間に不明
となった本です。



おめ

でとう満1歳
便

川
村　

龍
虎
ち
ゃ
ん
（
西
）

か
わ
む
ら　

り
ゅ
う
と

平成25年12月18日生まれ

龍くんの笑顔にいやされる。
これからも笑顔いっぱい、元気
いっぱいのすがたを見せてね！

溝
川　

絢
斗
ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

平成25年12月１日生まれ

いつもニコニコ笑顔の絢斗☆
すくすく元気に大きくなあれ☆

み
ぞ
か
わ　

け
ん
と
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　御北小学校が実施している人権の種をいただき、種に記してあっ
た片

かた

山
やま

想
こころ

さんに手紙を出したことをきっかけに、去年の秋から手紙
で交流が始まりました。
　想さんの学校での活動などを手紙を通じて知ったり、今年は富士
登山に参加されたので、自作のお守りを想さんに送りました。
　想さんという友達を得て、手紙で毎回やり取りしていくうちに、
花を育て可愛がる楽しさや、周りの人とも花をきっかけに会話が広
がったり、いろいろな人たちとの交流につながったことが何より嬉

しかったです。

　今回、自宅にお伺いした際、　難波さんは「花を見て毎日元気をもらっています」
と笑顔で話されていたことが印象的でした。
　また、来年中学生になる想さんが自宅の近くにある加賀中学校に入学され、直
接会えることを楽しみにされているそうです。

� < 編集担当 >

豊野公民館（２Ｆ）主な開催場所

隔週の火曜日（月間２回）午後7時～午後8時30分開催日時

団体名 豊野公民館英会話クラブ
「日常英会話」を２名の外国人の方から学びます。

どなたでも参加可能です。
特に初心者の方は大歓迎です。
入会金は不要です。会費は１回500円です。

☎0866－56－6506（渡辺）

英語を習いませんか！英語に興味のある
方、海外旅行を計画されている方、一から
英語を習いたいと思っている方…始めませ
んか、ご一緒に！
アットホームな雰囲気の中で、日常英会話
を学べます。ぜひ一度教室に遊びに来てく
ださい。
英会話が身近な存在になります。「おもて
なし」の英語を皆さんと学びましょう。

会員募集に関するお問い合わせ先

募集内容

活動実績

活動内容

　町内で活動しているスポーツや文化活動、地域づ
くりに取り組んでいる団体・グループを紹介します。
掲載を希望される場合は、企画課　公聴広報班にご
応募ください。

　吉備中央町では、２名の外国人の先生が町内小・
中学校で外国語指導助手（ALT）として活動されて
います。
　その先生方とお互いの国の文化交流を図りながら
英語の指導を受けています。
　現在は、アメリカ出身のクリス先生とダニエル先
生と交流を図っています。
　お二人ともユニークで素敵な先生方です。

人権の花で交流
　「人権の花」運動は、昭和57年度から主に小学生を対象に全国で実施されています。
　児童たちが協力して花を栽培・育成することを通して、いたわりや思いやる気持ち
を育み、命の大切さなどを学んでもらうことを目的に行われているものです。今回は、
人権の花を通して町内の小学生と交流されている難

なん

波
ば

美
み

智
ち

哉
や

さん（田土）からのお便
りを紹介します。

数々のエピソードがつづられた片山さ
んからの手紙や贈り物

難波さんの自宅で大切に育てられた
ケイトウの花

　スポーツ・文化・芸術活動などで優秀な成績を収められた方（団体）を紹介しています。
情報をお寄せください。（敬称略）
　なお、掲載基準がありますので、詳しくは企画課公聴広報班へおたずねください。

　岡山乗馬倶楽部

　西
にし

崎
ざき

 純
すみ

郎
お

さん（下加茂）
　ドリーム・ハート号（９歳・牝馬）
　■第66回全日本障害馬術大会2014 PartⅡ
　　中障害飛越競技D　優　勝
　主催：�公益財団法人日本馬術連盟
　開催：平成26年９月12日～14日
　会場：ノーザンホースパーク（北海道苫小牧市）
　※�中障害飛越競技 D には、100人馬が出場。初日、２日目と予選が行われ、

決勝では上位60人馬で争われました。全国から強豪が集まる中、見事
に勝ち抜き優勝されました。

＜コメント＞
　今回出場したドリーム・ハート号は競走馬として生まれましたが、競走馬になることができなかった馬でした。
気性の荒い馬でしたのでこういった形で全日本の大会に出場できるとは思っていませんでした。
　予選２日間のトータル順位では26位でしたので、10位以内の入賞はしたいと考えていました。
　最終日の決勝前の準備運動では、馬の動きも軽く体も柔らかく、リラックスしているのを感じていました。
　決勝の最後に15人馬で争われるジャンプオフでは、スピード勝負の中でいちかばちかのトライもありましたが、
馬が助けてくれると信じていましたし、馬も期待に答えてくれて今回優勝することができました。
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
加
茂
大
祭
の
御
神

幸
の
模
様
で
す
。
八
社
の
神
輿
が
並

び
大
き
な
雄
叫
び
と
と
も
に
神
輿
が

高
く
持
ち
上
が
る
姿
は
圧
巻
の
光
景

で
、観
客
も
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

▼
今
年
も
あ
と
一
か
月
…
も
う
師

走
。
子
ど
も
の
頃
に
は
「
も
う
い
く

つ
寝
る
と
お
正
月
」
な
ど
と
お
年
玉

を
楽
し
み
に
な
ん
て
喜
ん
で
い
ま
し

た
が
、
大
人
に
な
る
と
正
月
の
準
備

は
も
と
よ
り
、
忘
年
会
、
ク
リ
ス
マ

ス
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
行
事
で
何
か
と

忙
し
く
な
る
こ
の
時
期
で
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
忙
し
い
の
「
忙
」
と

い
う
漢
字
は
「
り
っ
し
ん
べ
ん
」
に

「
亡
（
な
く
す
）」
つ
ま
り
、
心
を

亡
く
す
と
書
き
ま
す
。
改
め
て
思
い

返
す
と
、
忙
し
い
と
き
は
じ
っ
く
り

考
え
る
こ
と
も
な
く
い
ろ
い
ろ
な
身

の
回
り
の
こ
と
を
行
っ
て
い
た
気
が

し
ま
す
。

　
今
年
の
師
走
は
、
忙
し
い
中
で
も

心
を
亡
く
さ
な
い
よ
う
、
仕
事
や
家

庭
の
こ
と
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。�

石
井

【お問い合わせ先】　吉備中央町教育委員会　生涯学習班（吉川4860-6）　☎0866ー56ー9191

【お問い合わせ先】　大和山野山の会　☎0866ー55ー9010（石井）

日　時　平成26年12月7日（日）　午前９時30分～午後２時30分
会　場　ロマン高原かよう総合会館

内　容　・記念講演　講師：宮
みや
本
もと
 隆
りゅうじ
治氏（アナウンサー）

　　　　　　　演題：「ゆとり・ユーモア・帰りは元気！」
　・男女共同参画「川柳 ･絵手紙」コンテスト入賞者表彰
　・学校における人権教育の取り組み発表（津賀小学校）
　・明るい家庭づくり作文発表（４名：小、中学生）
　・学び体験コーナー
　　（宇宙の学校　出前講座・松ぼっくりツリー・ニュースポーツ体験）
　・人権習字（小学３・６年）、人権標語（中学２年）
　・「人権スポーツ教室・人権の花」活動の写真　他

主　催　吉備中央町・吉備中央町教育委員会

日　時　平成27年1月1日（木）　午前６時30分から（日の出時刻は午前７時10分ごろ）
場　所　大和山山頂
主　催　大和山野山の会
　皆さまのご健康とご多幸を願いながら、一緒に新年を祝いましょう。
　当日は、温かい甘酒も準備してお待ちしております。事前申込は不要で、参加費は無料です。

生涯学習 ･人権フェスタ in吉備中央

お
詫
び
と
訂
正

　広報きびちゅうおう11月号、８
頁の平成26年度食育推進ポスター
コンクール審査会開催の記事におい
て一部誤りがありましたので、ここ
にお詫びするとともに、訂正いたし
ます。

〈低学年の部〉
西
にし
谷
たに
美
み
湖
こ
（大和小２年）

〈低学年の部〉
西
にし
谷
たに
美
み
湖
こ
（吉川小２年）

➡

誤　　　　　　　　　　　　　正

大和山初日の出拝願

　県下三大祭りの二つ
　～加茂大祭、吉川八幡宮当番祭～
　県下三大祭りである二つの伝統あるお祭りが町内で行われました。
　寄宮祭として950年余りの伝統を誇る『加茂大祭』と、ほぼ１カ月にもわたっ
て行われる全国的にも珍しい祭り『当番祭』は、どちらも岡山県の重要無形民
俗文化財に指定されています。
　『加茂大祭』（10月19日）は町内８カ所の神社から神輿や笛太鼓の行列が加

茂市場の総社宮に一同に集い、古式ゆかしい神事を繰り広げました。
　『当番祭』の大祭（10月26日）では、馬に乗った白装束の当番様がお供を引き連れ吉川八幡宮を参拝し、神事
や御祭典が行いました。

加茂大祭

吉川八幡宮当番祭


